
昨年度に引き続き県民センターホール

にて式典を挙行いたしました。今回は初

めて年の瀬の１２月２３日の開催となりま

したが、リーダー会はじめ関係者の皆

様のご協力により、無事に取り行うこと

ができました。会場は簡素ながらも、

ほのぼのとした暖かさと明るい雰囲気に

満ち溢れており、参加者全員で受賞者

皆様の日ごろの活動に思いをはせ、拍

手を送りました。

北相模原柔道教室　ひのきビートルズ（相模原市）　　横須賀Ｅスターズ（横須賀市）
湘南ぴっころラクロス（藤沢市）　　富水スカイアタッカーズ（小田原市）

優良スポーツ少年団指導者（１３名）   表彰規程　第２条２項  　スポーツ少年団の理念を学んだ登録者で、指導者と
して１０年を超えた活動実績があり他の模範となる者。

優良スポーツ少年団（５団体）   表彰規程　第２条１項  　日本スポーツ少年団登録１０年を超え、毎年１回以上体力
テストを行い、地域社会や他の団体との連携が積極的に行われ、県・市町または日本
スポーツ少年団が行っている行事に積極的に参加し、単位団としての組織が確立し、
円滑な運営がなされ活動が活発であり、他の模範となる団体。

  表彰規程　第２条３項  　町村本部の運営等に携わり、１０年を超えた指導育成の実績があり、か
つ指導者と同等の知識を有していると市町村本部長が認めた者。

猪越　孝治（横浜市）　　　落合　恒夫（平塚市）

髙田　惠子（相模原市）　　　滝口　理朗（茅ヶ崎市）　　　飯田 ゆみこ（寒川町）
江島　正治（小田原市）　　　鳥居　岳紀　　　志賀　一世（逗子市）

日本スポーツ少年団顕彰   表彰規程　第３条２項  　永年にわたりスポーツ少年団の指導・育成に貢献し、特に顕著な
功績のある登録者。

沼尻　樹哉　　　砂坪　　強　　　田中　康弘（相模原市）
山田　裕一　　　小野寺礼子　　　山畑　正義　　　齋藤　　恵　　　堺　真理子（藤沢市 ）
梶　　敏郎（小田原市）　　　　  　角　　清敏　　　本石　　忠（茅ヶ崎市）
井上　　肇（座間市）　　　　　  　髙橋　　誠（寒川町）
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この度は、令和５年度神奈川県スポー

ツ少年団表彰式において、スポーツ少

年団指導者として表彰をいただきました

ことを深く感謝するとともに、併せて、

これまで接してきた数多くの選手、保

護者、同僚指導者、役員の皆さまとの出会いと励ましに

御礼申し上げます。

令和５年は新型コロナウィルスが「５類」に移行したこ

とで、「アフターコロナ」に転換。あらゆる分野でにぎわ

いが戻ってきた年となりました。令和２年に突然始まった

パンデミックによる影響でスポーツの価値を改めて多くの

人が感じたことと思います。日常的にスポーツに親しみ、

楽しみ、スポーツを支える活動に参画することで、人間関

係の希薄化の払拭、人や地域の交流や一体感を促進し、

次世代を担う青少年の健全な育成に寄与することは社会

全体に好循環を与えることを近未来ますます実感すること

となりましょう。

一方で、競技人口の減少が大きな課題になっています。

少子化や趣味の多様化の影響もありますが、今こそスポー

ツの魅力を伝えるチャンスであり、多くの機会を創出する

絶好のタイミングであるため、我々指導者の役割は一層重

要なものとなっています。スポーツ少年団やスポーツ協会

が発信して頂く情報はその時代や環境に適した指導者支援

の一助となっておりますので、引き続き情報発信に期待し

ております。

スポーツの語源であるラテン語の「deportare（デポル

ターレ）」の意味の通り、余暇を楽しみ遊びながら関わっ

て参ります。

　　　　　受　賞　者　謝　辞　　　　　　寒川エース　スポーツ少年団　　髙橋　　誠

日頃より、スポーツ少年団事業に格別なご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。

コロナパンデミックが通り過ぎたと思ったら、隠れていたインフルエンザの大流行が襲ってきて、

またまたの各単位団のご苦労を思うと心が痛みます。しかしこの活動困難な状況も、現在粛 と々進め

られでいる明治以来のジュニア・ユース期を中心としたスポーツ環境（体制）の大転換を思うと、併せて乗り越えてい

かなければならない試練であろうと、逆に意欲を奮い起こしている次第です。

さてジュニア・ユース期スポーツ環境（体制）の大転換は、実質スタートしてから一年が経過しようとしています。国、県、

スポーツ協会、スポーツ少年団からのそれぞれの５ヵ年計画の取り組みも初年度が終わりますが、どうだったでしょうか

…？『何がわかり、何に取り組めたでしょうか？』

わたしたちはスポーツ少年団の現状・課題を把握し、ジュニア・ユース期スポーツ環境（体制）づくりの大転換をしっ

かりと見据えて、理解していきましょう。そしてジュニア・ユース期スポーツ環境（体制）改革の２年目に向かって少し

でも前に進んでいきましょう。各市町スポーツ少年団（各単位団）には改めて積極的な取り組みに挑戦していただき、

その成果をみんなで共有していければと思います。

ジュニア・ユース期スポーツ環境（体制）改革の２年目の２０２４年度の取り組みとして、次の３点について意識して

取り組んでいただけたらと思います。

①メンバーシップ制での単位団団員（３歳～大人まで）の拡大への組織としての挑戦

②スポーツ少年団から「地域スポーツクラブ」への意識改革と新しい活動づくりへの挑戦

③単なるチャンピョン大会にならない組織・活動づくりへの挑戦　→ 「ＮＯ！モラハラ」の実践

最後になりますが、去る２月１８日「逗子市スポーツ少年団創設６０周年記念式典」が行われました。半世紀を越え

ての活動、この間の歴代関係の皆さまのご尽力に敬意を表するとともに、今後とも子どもたちのスポーツによる健全育成

にお力を賜ればとお願いする次第です。本当におめでとうございました。

ご あ い さ つ
公益財団法人神奈川県スポーツ協会理事　神奈川県スポーツ少年団

本部長　　安倍　正弘

■県本部だより

スポーツ安全保険広告用　A4 -1/3 4C
〈048 本部〉2023

検索スポーツ安全保険

保険の詳しい内容、資料の請求は、
ホームページをご覧ください。イ
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逗子市スポーツ少年団は１９６４年の東京五輪の年に結成され今年で６０周年を迎えます。

記念式典は、２０２４年２月１８日（日）に逗子市文化プラザにおいて県スポーツ少年団安倍

本部長はじめ逗子市桐ケ谷市長、逗子スポーツ協会最首会長ほか 4０名の来賓者と各団の指

導者4０名の計 8０名が出席して盛会に開催しました。

冒頭、逗子市スポーツ少年団佐藤本部長

から今日まで継続してこの組織を運営できたのは各団の指導者の皆様

の献身的な努力と各団との連携強化の賜物と感謝しています。…との

挨拶がありました。

また、安倍本部長からは今日までの皆さん方の努力に敬意を表され、

今後もスポーツ少年団の理念に基づき益々の発展を祈念します。との

挨拶をいただきました。

その後、各団7名

の功労者表彰を行い

その後、ご来賓代表による樽酒の鏡割りを行いました。そして、アト

ラクションとして、大正琴の演奏、ハワイアンダンス、タヒチアンダンス、

居合道（本物の剣によるわら縄カット）を披露し、記念すべき６０

周年行事は盛会裡に終了しました。

皆さん方のご支援・ご協力ありがとうございました。

現 在 の 団 紹 介
柔道、剣道、軟式野球、硬式野球 ７団体

指導者３１名、役員１３名、団員１３６名（女子１９名）

市 町 本 部 紹 介 ・ 逗 子 市
逗子市スポーツ少年団本部

本部長　　佐藤　曻
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全国スポーツ少年団競技別交流大会（神奈川県予選会）

■令和５年度神奈川県スポーツ少年団競技別交流大会報告

優　勝

２　位

３　位

男　子　【参加数】１７チーム

北相チェリッシュ
（相模原市）

銀河スポーツクラブ
（川崎市）

女　子　【参加数】３５チーム

羽鳥バレーボール
（藤沢市）

緑台バレーボールクラブ
（伊勢原市）

1. 第２１回全国スポーツ少年団バレーボール交流大会神奈川県会予選会
【期日】令和５年１２月２日（土）・３日（日）
【場所】県ひらつかサン・ライフアリーナ　他１０会場

３　　位

市原　颯泰
（養浩館道場）

島村　遼哉
（光武館道場）

横溝　瑛音
（養浩館道場）

塚本　円佳
（光武館道場）

石塚　朱時
（光武館道場）

小林　珠緒
（中津第二小剣友会）

光武館道場
（相模原市）

種　目

４年男子

５年男子

６年男子

４年以上女子

中学生男子

中学生女子

団体戦

優　　勝

小林　偉星
（久里浜剣友会）

森　瑛志
（光武館道場）

藤林　旬平
（光武館道場）

林　　奈杏
（愛川剣道教室）

小林大雅我
（中津第二小剣友会）

黒沢 つきか
（山桜剣道クラブ）

養浩館道場
（横浜市）

準　優　勝

植田　蓮星
（光武館道場）

細井　晴真
（久里浜剣友会）

植田　桜星
（光武館道場）

韮沢　蓮叶
（愛川剣道教室）

青木　琢人
（橋本剣士会）

佐藤　菜月
（中津少年剣道同好会）

愛川剣道教室Ａ
（愛川町）

星が丘ＳＳ
（相模原市）

成瀬サッカーＢ
（伊勢原市）

馬堀ＦＳルンデ
（横須賀市）

さぎぬまＳＣ
（川崎市）

荻野ＳＣ
（厚木市）

グランツ梅田
（茅ヶ崎市）

２位リーグ

ブラックジャガーズＡ
（厚木市）

ブラックジャガーズＢ
（厚木市）

成瀬サッカーＡ
（伊勢原市）

2. 第４９回神奈川県スポーツ少年団剣道交流大会兼
第４６回全国スポーツ少年団剣道交流大会神奈川県会予選会
【期日】令和５年１２月２日（土）
【場所】横浜武道館　【参加数】１６団体（  団体戦　８チーム　　個人戦　１５９名 ）

3. 神奈川県スポーツ少年団サッカー交流大会（第６回あすなろ杯）
【期日】令和６年２月２４日（土）　【場所】県立スポーツセンター 競技場２（人工芝） ほか　【参加数９団体】

藤沢クラブ
（藤沢市）

ファイターズバレーボール
（横須賀市）

湘南ドリーム
（秦野市）

矢作スカイブルー
（小田原市）

百合ヶ丘ＳＳ
（川崎市）

たかとりキッカーズ
（横須賀市）

３・４位リーグ

優　勝

２　位

３　位

１位リーグ
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多田　　常
（湘南空手道クラブ）

　
　

亀山　京架
（湘南正拳クラブ）

　
　
　
　

斎藤　蒼佑
（湘南正拳クラブ）

古瀬由里子
（湘南空手道クラブ）

平　　朔弥
（湘南空手道クラブ）

　
　

深谷　誠太
（横浜糸東会空手道）

　
　
　
　

河野　莉穂
（日本空手道翔成會）

秋山福太朗
（湘南正拳クラブ）

種　目

３・４年 男子
３級以上

３・４年 女子
３級以上

３・４年 男子
６～４級

３・４年 男子
１０～７級

３・４年 女子
１０～７級

５・６年 男子
３級以上

５・６年 女子
３級以上

５・６年 男子
１０～４級

５・６年女子
１０～４級

優　　勝

馬場　廉太
（鳳　友　会）

榊　　絵真
（湘南正拳クラブ）

迫田　　青
（鳳　友　会）

吉田　翔星
（鳳　友　会）

キングオリビア幸
（葉山町空手道）

木戸口　晃士
（横浜糸東会空手道）

多田　渓
（湘南空手道クラブ）

竹中麟太郎
（鳳　友　会）

宮本　結衣
（英　友　会）

準　優　勝

扶持本覚磨
（湘南正拳クラブ）

　
　

板垣　羊太
（湘南正拳クラブ）

竹越イリア健斗
（英　友　会）

小林芹莉珠
 （横浜糸東会空手道）

宮本　　駿
（湘南空手道クラブ）

藤野　実花
（横浜糸東会空手道）

小林　英琉
（横浜糸東会空手道）

組手の部

多田　　常
（湘南空手道クラブ）

　
　

𠮷田　　湊
（英　友　会）

　
　
　
　
　
　

宮本　　駿
（横浜糸東会空手道）

芹田明日花
（葉山町空手道）

鈴木　紫音
（近代空手道会）

　
　

亀山　京架
（湘南正拳クラブ）

　
　
　
　
　
　

伊藤　新太
（日本空手道翔成會）

河野　莉穂
（日本空手道翔成會）

種　目

３・４年 男子
３級以上

３・４年 女子
３級以上

３・４年 男子
６～４級

３・４年 女子
６～４級

３・４年 男子
１０～７級

３・４年 女子
１０～７級

５・６年 男子
３級以上

５・６年 女子
３級以上

５・６年 男女
６～４級

５・６年 男女
１０～７級

優　　勝

小笠原悠人
（日本空手道翔成會）

榊　　絵真
（湘南正拳クラブ）

深谷　誠太
（横浜糸東会空手道）

辻本　夢芽
（葉山町空手道）

吉田　翔星
（鳳　友　会）

東　あかり
（葉山町空手道）

狩野　咲哉
（鳳　友　会）

多田　　渓
（湘南空手道クラブ）

小林　英琉
（横浜糸東会空手道）

成生　瑛洋
（湘南空手道クラブ）

準　優　勝

岩田　煌將
（湘南空手道クラブ）

　
　

高橋　　巧
（横浜糸東会空手道）

キングオリビア幸
（葉山町空手道）

竹越イリア健斗
（英　友　会）

　
　

小笠原悠佑
（日本空手道翔成會）

森田　瑠奈
（日本空手道翔成會）

影山　空知
（葉山町空手道）

　
　

形の部

4. 第３５回神奈川県スポーツ少年団空手道交流大会
【期日】令和５年１２月１６日（土）　　【場所】岩崎学園新横浜２号館（横浜デジタルアーツ専門学校）３階体育館
【参加数】１１団体　【形】１２１名　【組手】９７名

第　三　位
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全国スポーツ少年団競技別交流大会（神奈川県予選会）

■令和５年度神奈川県スポーツ少年団競技別交流大会報告

優　勝

２　位

３　位

男　子　【参加数】１７チーム

北相チェリッシュ
（相模原市）

銀河スポーツクラブ
（川崎市）

女　子　【参加数】３５チーム

羽鳥バレーボール
（藤沢市）

緑台バレーボールクラブ
（伊勢原市）

1. 第２１回全国スポーツ少年団バレーボール交流大会神奈川県会予選会
【期日】令和５年１２月２日（土）・３日（日）
【場所】県ひらつかサン・ライフアリーナ　他１０会場

３　　位

市原　颯泰
（養浩館道場）

島村　遼哉
（光武館道場）

横溝　瑛音
（養浩館道場）

塚本　円佳
（光武館道場）

石塚　朱時
（光武館道場）

小林　珠緒
（中津第二小剣友会）

光武館道場
（相模原市）

種　目

４年男子

５年男子

６年男子

４年以上女子

中学生男子

中学生女子

団体戦

優　　勝

小林　偉星
（久里浜剣友会）

森　瑛志
（光武館道場）

藤林　旬平
（光武館道場）

林　　奈杏
（愛川剣道教室）

小林大雅我
（中津第二小剣友会）

黒沢 つきか
（山桜剣道クラブ）

養浩館道場
（横浜市）

準　優　勝

植田　蓮星
（光武館道場）

細井　晴真
（久里浜剣友会）

植田　桜星
（光武館道場）

韮沢　蓮叶
（愛川剣道教室）

青木　琢人
（橋本剣士会）

佐藤　菜月
（中津少年剣道同好会）

愛川剣道教室Ａ
（愛川町）

星が丘ＳＳ
（相模原市）

成瀬サッカーＢ
（伊勢原市）

馬堀ＦＳルンデ
（横須賀市）

さぎぬまＳＣ
（川崎市）

荻野ＳＣ
（厚木市）

グランツ梅田
（茅ヶ崎市）

２位リーグ

ブラックジャガーズＡ
（厚木市）

ブラックジャガーズＢ
（厚木市）

成瀬サッカーＡ
（伊勢原市）

2. 第４９回神奈川県スポーツ少年団剣道交流大会兼
第４６回全国スポーツ少年団剣道交流大会神奈川県会予選会
【期日】令和５年１２月２日（土）
【場所】横浜武道館　【参加数】１６団体（  団体戦　８チーム　　個人戦　１５９名 ）

3. 神奈川県スポーツ少年団サッカー交流大会（第６回あすなろ杯）
【期日】令和６年２月２４日（土）　【場所】県立スポーツセンター 競技場２（人工芝） ほか　【参加数９団体】

藤沢クラブ
（藤沢市）

ファイターズバレーボール
（横須賀市）

湘南ドリーム
（秦野市）

矢作スカイブルー
（小田原市）

百合ヶ丘ＳＳ
（川崎市）

たかとりキッカーズ
（横須賀市）

３・４位リーグ

優　勝

２　位

３　位

１位リーグ
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多田　　常
（湘南空手道クラブ）

　
　

亀山　京架
（湘南正拳クラブ）

　
　
　
　

斎藤　蒼佑
（湘南正拳クラブ）

古瀬由里子
（湘南空手道クラブ）

平　　朔弥
（湘南空手道クラブ）

　
　

深谷　誠太
（横浜糸東会空手道）

　
　
　
　

河野　莉穂
（日本空手道翔成會）

秋山福太朗
（湘南正拳クラブ）

種　目

３・４年 男子
３級以上

３・４年 女子
３級以上

３・４年 男子
６～４級

３・４年 男子
１０～７級

３・４年 女子
１０～７級

５・６年 男子
３級以上

５・６年 女子
３級以上

５・６年 男子
１０～４級

５・６年女子
１０～４級

優　　勝

馬場　廉太
（鳳　友　会）

榊　　絵真
（湘南正拳クラブ）

迫田　　青
（鳳　友　会）

吉田　翔星
（鳳　友　会）

キングオリビア幸
（葉山町空手道）

木戸口　晃士
（横浜糸東会空手道）

多田　渓
（湘南空手道クラブ）

竹中麟太郎
（鳳　友　会）

宮本　結衣
（英　友　会）

準　優　勝

扶持本覚磨
（湘南正拳クラブ）

　
　

板垣　羊太
（湘南正拳クラブ）

竹越イリア健斗
（英　友　会）

小林芹莉珠
 （横浜糸東会空手道）

宮本　　駿
（湘南空手道クラブ）

藤野　実花
（横浜糸東会空手道）

小林　英琉
（横浜糸東会空手道）

組手の部

多田　　常
（湘南空手道クラブ）

　
　

𠮷田　　湊
（英　友　会）

　
　
　
　
　
　

宮本　　駿
（横浜糸東会空手道）

芹田明日花
（葉山町空手道）

鈴木　紫音
（近代空手道会）

　
　

亀山　京架
（湘南正拳クラブ）

　
　
　
　
　
　

伊藤　新太
（日本空手道翔成會）

河野　莉穂
（日本空手道翔成會）

種　目

３・４年 男子
３級以上

３・４年 女子
３級以上

３・４年 男子
６～４級

３・４年 女子
６～４級

３・４年 男子
１０～７級

３・４年 女子
１０～７級

５・６年 男子
３級以上

５・６年 女子
３級以上

５・６年 男女
６～４級

５・６年 男女
１０～７級

優　　勝

小笠原悠人
（日本空手道翔成會）

榊　　絵真
（湘南正拳クラブ）

深谷　誠太
（横浜糸東会空手道）

辻本　夢芽
（葉山町空手道）

吉田　翔星
（鳳　友　会）

東　あかり
（葉山町空手道）

狩野　咲哉
（鳳　友　会）

多田　　渓
（湘南空手道クラブ）

小林　英琉
（横浜糸東会空手道）

成生　瑛洋
（湘南空手道クラブ）

準　優　勝

岩田　煌將
（湘南空手道クラブ）

　
　

高橋　　巧
（横浜糸東会空手道）

キングオリビア幸
（葉山町空手道）

竹越イリア健斗
（英　友　会）

　
　

小笠原悠佑
（日本空手道翔成會）

森田　瑠奈
（日本空手道翔成會）

影山　空知
（葉山町空手道）

　
　

形の部

4. 第３５回神奈川県スポーツ少年団空手道交流大会
【期日】令和５年１２月１６日（土）　　【場所】岩崎学園新横浜２号館（横浜デジタルアーツ専門学校）３階体育館
【参加数】１１団体　【形】１２１名　【組手】９７名

第　三　位
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指 導 協 令 和 ５ 年 度 事 業 報 告

今年度、指導協事業が大きく変わりました。例年実施してきました研修会並びに研究大会を JSPO 公認の指導者資格

の更新研修として位置づけ実施することができたのです。

少年団指導者の資格制度が変わり、４年ごとの更新を迎える指導者も増加することから、今年度より更新研修の実

施に踏み切りました。

実 施 事 業

指導者研修会  １１月１１日（土） 藤沢市民会館第２展示ホール

【受講者内訳：更新研修受講者３７名、一般指導者１１名　合計４８名の受講者】

【講演】「ジュニア・ユーススポーツ指導のあり方」～中学部活動の地域移行について～

【講師】富田寿人先生　　静岡理工科大学教授　日本スポーツ少年団常任委員

○講演ではジュニアスポーツ指導に携わる指導者の基本的立ち位置、それは子どもの心と体の成長、そこにスポー
ツを取り入れながらバランスのとれた指導の基本を学びました。
また中学部活動の地域移行にあたり、少年団指
導者の役割、受け入れをどのように構築していく
かを学ぶことができました。

○グループ討議では４つのテーマから２つのテーマ

を選び、ファシリテーター役を中心に論議を重

ね論議の方向性をまとめ、全体会で発表しまし

た。熱のこもった論議が発表に現れていました。

研 究 大 会  １月１３日（土） ヴェルクよこすか第１会議室

【受講者内訳：更新研修受講者２７名　一般指導者３０名　合計５７名の受講者】

【講演】「ジュニアスポーツとアンガーマネジメント」～怒りのパワーを成長のパワーに～

【講師】菅野昭子先生　　Ange  Gardien 代表
一般社団法人日本アンガーマネジメント協会認定

アンガーマネジメントファシリテーター

○講演では、怒りをコントロールすることの大切さを学びました。

①衝動のコントロール
②思考のコントロール
③行動のコントロール
この３つを意識しながら怒りに向き合い、怒りをコ
ントロールすることの大切さを痛感させられました。

○グループ討議では２つのテーマを選択し論議を重ね

ていきました。ファシリテーター役の指導者を中心

に活発な意見交換、論議の方向性を見いだし、全

体会での発表も盛り上がりました。

■指導者協議会だより

講演中のご近所討論
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期　　　日

17 日（水）

19 日（金）

26 日（金）

11 日（土）

16 日（木）

25 日（土）

25 日（土）

26 日（日）

31 日（金）

1日（土）

1日（土）

9日（日）

15 日（土）

15 日（土）

15 日（土）

16 日（日）

16 日（日）

6日（土）

14 日（日）

26 日（金）

27 日（土）

1日（木）

4日（日）

8日（木）

1日（日）

14 日（土）

19 日（土）

26 日（土）

～  6 月  8 日（土）

～  7 月  7 日（日）

～  7 日（日）

～ 15 日（月）

～ 28 日（日）

～ 30 日（火）

～   4 日（日）

～  25 日（日）

～ 11 日（日）

～  16 日（月）

～  20 日（日）

事　　業　　名

各市町スポーツ少年団本部長会議、事業説明会

日本スポーツ少年団第１回常任委員会

JSPO 事業説明会

軟式野球交流大会代表者会議

第１回スポーツ少年団委員会（予定）

ミニバスケットボール交流大会代表者会議

軟式野球交流大会（関東予選）

バドミントン交流大会代表者会議

日本スポーツ少年団第２回常任委員会

空手道交流大会（関東予選）

日本スポーツ少年団第１回委員総会

ミニバスケットボール交流大会（関東予選）

全国スポーツ少年団指導者協議会

バドミントン交流大会（関東予選）

バレーボール交流大会代表者会議

ジュニアリーダースクール施設調整会議

ジュニアスポーツフォーラム

バレーボール交流大会（関東予選）

関東ブロック競技別交流大会交流会（軟式野球）

関東ブロック競技別交流大会交流会

全国スポーツ少年大会

全国軟式野球交流大会

ジュニアリーダースクール

シニアリーダースクール

スタートコーチ（ジュニア・ユース）養成講習会

関東ブロックスポーツ少年大会

スポーツ少年団委員会

（JSPO-ACP）普及促進研修会

関東ブロックリーダー研究大会

スタートコーチ（ジュニア・ユース）養成講習会

会　　　場

かながわ県民センター《305会議室》

JA P AN  S P O R T  O L YMP I C  
SQUARE 12 階大会議室

県立スポーツ会館

かながわ県民センター《301会議室》

秋葉台文化体育館

相模三川公園ほか

県立スポーツ会館

JA P AN  S P O R T  O L YMP I C  
SQUARE 12 階大会議室

シンコースポーツ県立武道館

JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 
14 階岸清 - メモリアルルーム

秩父宮記念体育館ほか

東京都

ひらつかサン・ライフアリーナ

オンライン

愛川ふれあいの村

東京都内

ひらつかサン・ライフアリーナほか

栃木県：栃木県総合運動公園ほか

栃木県：栃木県総合運動公園ほか

秋田県：

鳥取県：どらドラパーク米子市民球場ほか

愛川ふれあいの村ほか

国立中央青少年交流の家

横浜市内

埼玉県：名栗げんきプラザ

県立スポーツセンター（藤沢市）

横浜市内

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

※今後の状況によっては、日程・会場変更等が生じる場合もあります。予めご承知おきください。

■令和６年度　神奈川県スポーツ少年団活動計画書



指 導 協 令 和 ５ 年 度 事 業 報 告

今年度、指導協事業が大きく変わりました。例年実施してきました研修会並びに研究大会を JSPO 公認の指導者資格

の更新研修として位置づけ実施することができたのです。

少年団指導者の資格制度が変わり、４年ごとの更新を迎える指導者も増加することから、今年度より更新研修の実

施に踏み切りました。

実 施 事 業

指導者研修会  １１月１１日（土） 藤沢市民会館第２展示ホール

【受講者内訳：更新研修受講者３７名、一般指導者１１名　合計４８名の受講者】

【講演】「ジュニア・ユーススポーツ指導のあり方」～中学部活動の地域移行について～

【講師】富田寿人先生　　静岡理工科大学教授　日本スポーツ少年団常任委員

○講演ではジュニアスポーツ指導に携わる指導者の基本的立ち位置、それは子どもの心と体の成長、そこにスポー
ツを取り入れながらバランスのとれた指導の基本を学びました。
また中学部活動の地域移行にあたり、少年団指
導者の役割、受け入れをどのように構築していく
かを学ぶことができました。

○グループ討議では４つのテーマから２つのテーマ

を選び、ファシリテーター役を中心に論議を重

ね論議の方向性をまとめ、全体会で発表しまし

た。熱のこもった論議が発表に現れていました。

研 究 大 会  １月１３日（土） ヴェルクよこすか第１会議室

【受講者内訳：更新研修受講者２７名　一般指導者３０名　合計５７名の受講者】

【講演】「ジュニアスポーツとアンガーマネジメント」～怒りのパワーを成長のパワーに～

【講師】菅野昭子先生　　Ange  Gardien 代表
一般社団法人日本アンガーマネジメント協会認定

アンガーマネジメントファシリテーター

○講演では、怒りをコントロールすることの大切さを学びました。

①衝動のコントロール
②思考のコントロール
③行動のコントロール
この３つを意識しながら怒りに向き合い、怒りをコ
ントロールすることの大切さを痛感させられました。

○グループ討議では２つのテーマを選択し論議を重ね

ていきました。ファシリテーター役の指導者を中心

に活発な意見交換、論議の方向性を見いだし、全

体会での発表も盛り上がりました。

■指導者協議会だより

講演中のご近所討論

-  6  - -  7  -

期　　　日

17 日（水）

19 日（金）

26 日（金）

11 日（土）

16 日（木）

25 日（土）

25 日（土）

26 日（日）

31 日（金）

1日（土）

1日（土）

9日（日）

15 日（土）

15 日（土）

15 日（土）

16 日（日）

16 日（日）

6日（土）

14 日（日）

26 日（金）

27 日（土）

1日（木）

4日（日）

8日（木）

1日（日）

14 日（土）

19 日（土）

26 日（土）

～  6 月  8 日（土）

～  7 月  7 日（日）

～  7 日（日）

～ 15 日（月）

～ 28 日（日）

～ 30 日（火）

～   4 日（日）

～  25 日（日）

～ 11 日（日）

～  16 日（月）

～  20 日（日）

事　　業　　名

各市町スポーツ少年団本部長会議、事業説明会

日本スポーツ少年団第１回常任委員会

JSPO 事業説明会

軟式野球交流大会代表者会議

第１回スポーツ少年団委員会（予定）

ミニバスケットボール交流大会代表者会議

軟式野球交流大会（関東予選）

バドミントン交流大会代表者会議

日本スポーツ少年団第２回常任委員会

空手道交流大会（関東予選）

日本スポーツ少年団第１回委員総会

ミニバスケットボール交流大会（関東予選）

全国スポーツ少年団指導者協議会

バドミントン交流大会（関東予選）

バレーボール交流大会代表者会議

ジュニアリーダースクール施設調整会議

ジュニアスポーツフォーラム

バレーボール交流大会（関東予選）

関東ブロック競技別交流大会交流会（軟式野球）

関東ブロック競技別交流大会交流会

全国スポーツ少年大会

全国軟式野球交流大会

ジュニアリーダースクール

シニアリーダースクール

スタートコーチ（ジュニア・ユース）養成講習会

関東ブロックスポーツ少年大会

スポーツ少年団委員会

（JSPO-ACP）普及促進研修会

関東ブロックリーダー研究大会

スタートコーチ（ジュニア・ユース）養成講習会

会　　　場

かながわ県民センター《305会議室》

JA P AN  S P O R T  O L YMP I C  
SQUARE 12 階大会議室

県立スポーツ会館

かながわ県民センター《301会議室》

秋葉台文化体育館

相模三川公園ほか

県立スポーツ会館

JA P AN  S P O R T  O L YMP I C  
SQUARE 12 階大会議室

シンコースポーツ県立武道館

JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 
14 階岸清 - メモリアルルーム

秩父宮記念体育館ほか

東京都

ひらつかサン・ライフアリーナ

オンライン

愛川ふれあいの村

東京都内

ひらつかサン・ライフアリーナほか

栃木県：栃木県総合運動公園ほか

栃木県：栃木県総合運動公園ほか

秋田県：

鳥取県：どらドラパーク米子市民球場ほか

愛川ふれあいの村ほか

国立中央青少年交流の家

横浜市内

埼玉県：名栗げんきプラザ

県立スポーツセンター（藤沢市）

横浜市内

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

※今後の状況によっては、日程・会場変更等が生じる場合もあります。予めご承知おきください。

■令和６年度　神奈川県スポーツ少年団活動計画書



-  8  -

期　　　日

27 日（日）

2日（土）

2日（土）

4日（月）

9日（土）

10 日（日）

16 日（土）

21 日（木）

7日（土）

7日（土）

14 日（土）

21 日（土）

27 日（金）

25 日（土）

8日（土）

11 日（火）

28 日（金）

1日（土）

28 日（金）

～  3 日（日）

～  8 日（日）

～ 30 日（月）

～ 30 日（日）

会　　　場
シンコースポーツ寒川アリーナ

（寒川総合体育館）

藤沢市民会館第２展示ホール

山梨県：ホテルやまなみ

湘南ひらつかビーチパーク

オンライン

オンライン併用

横浜市内
JA P AN  S P O R T  O L YMP I C  
SQUARE 12 階大会議室

ひらつかサンライフアリーナほか

シンコースポーツ県立武道館

シンコースポーツ県立武道館

かながわ県民センター

愛媛県：

横浜市内

県立スポーツセンター

シンコースポーツ県立武道館
JA P AN  S P O R T  O L YMP I C  
SQUARE 12 階大会議室

調整中

JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 
14 階岸清一メモリアルルーム
大分県：レゾナック武道スポーツ
センターメモリアルルーム

月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

事　　業　　名

（JSPO-ACP）普及促進研修会

指導者協議会研修会『指導者研修会』

関東ブロック指導者研究協議会

ビーチスポーツフェスティバル

バレーボール交流大会代表者会議

全国スポーツ少年団リーダー連絡会議（Web）

スタートコーチ（ジュニア・ユース）養成講習会

日本スポーツ少年団第３回常任委員会

バレーボール交流大会（全国予選）

剣道交流大会（全国予選）

空手道交流大会（県内交流）

神奈川県スポーツ少年団表彰式

全国バレーボール交流大会

スタートコーチ（ジュニア・ユース）養成講習会

指導者協議会研修会『指導者研究大会』

サッカー交流（あすなろ杯）

柔道交流大会

日本スポーツ少年団第４回常任委員会

第３回スポーツ少年団委員会

日本スポーツ少年団第２回委員総会

全国剣道交流大会

市町スポーツ少年団本部長会議

＊巻頭を飾る令和５年度表彰式典は初めて年の瀬の時期に開催。会場に集う皆様の心のこもった暖かい雰囲気に包まれた表彰
の様子が印象的でした。高橋誠氏の謝辞に、「…スポーツ少年団やスポーツ協会が発信する情報はその時代や環境に適した指
導者支援の一助となっている…」に意を強くし、「スポーツの語源であるラテン語…」の意味にハッとして肝に銘じた次第です。

＊３頁の市町本部紹介は逗子市です、佐藤本部長には私自身スポ少活動でご一緒していろいろ教えて頂きました。佐藤氏がホノ
ルルマラソンを走った話など楽しかったです。創設 60周年おめでとうございます。

＊令和５年度から指導協事業の研修会・研究大会がＪＳＰＯ公認指導者資格更新として位置づけられました。今後益々指導協
事業に注目しています。指導者として学びの気持ちを常に忘れません。

＊さて２頁には２０２４年度に向けての安倍県本部長から意欲あるメッセージです、ぜひ一読してください。
令和５年度は中学部活動の地域移行について県・各市町の動きもあり、徐々に意見や事例が出てきました。
令和６年度は部活動移行に係るより多くの情報提供を期待しています。スポ少新時代を開いていく前進の１年となるよう願っ
ています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  総務広報部会長　　浅野俊二

編 集 後 記


